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万葉集とコンプライアンス（万葉のこころ）-ドラフト
1. はじめに：
2019年4月1日に新元号「令和」が発表されたが、その出典として「万葉集」の
「万葉集・梅花（うめのはな）の歌三十二首并せて序」の「時に、初春（しょしゅん）の令月（れいげつ）にして、気淑（よ）く風和（やわら）ぎ(一部抜粋)」より引用されたとして話題となった。政府の説明では、
「厳しい寒さの後に春の訪れを告げる、見事に咲き誇る梅の花のように、日本人がそれぞれの花を大きく咲かせることができる、そんな日本でありたい」という意味が込められてあり、新元号「令和」について「人々が美しく心を寄せ合う中で、文化が生まれ育つ意味が込められている」と述べた。これまでの元号には中国の古典が用いられていて、日本の古典が元号の出典とされたのは初めてとのことである。
２．「万葉集」について：
成立と構成

・奈良時代末期に編纂された20巻からなる日本最古の和歌集で、4500首あまりの歌が収められており、奈良時代とそれ以前に詠まれた歌の集大成である。
万葉集の編纂、成立の経緯については詳しくは分かってはいないが、一人の編者によってまとめられたのではなく、何人かの編者の手が加わり複雑な過程を経て成立したもので、最終的に大伴家持の手によって20巻にまとめられたのではないかとされている。
・その内容は、「雑歌（ぞうか）」「相聞（そうもん）」「挽歌（ばんか）」に分類されている。「雑歌」は行幸や遊宴、旅などさまざまな折の歌であり、晴れがましい歌が多く含まれている。「相聞」はお互いの消息を交わし合う意で、親子・兄弟姉妹・友人など親しい間柄で贈答された歌も含まれるが、多くは男女の恋の歌である。「挽歌」は人の死に関する歌である。
万葉集は、人が生を受けて死ぬまでのほとんどの場面が歌われた歌集のようである。
・歌人は、額田王、柿本人麻呂、山部赤人、大伴家持など、天皇や貴族、宮廷歌人が名を連ねている。その一方で、作者不詳の防人や農民などさまざまな身分の人の歌も含まれており、人間性豊かで素朴な表現も多くみられるのが特徴である。
・地域的には大和の国が中心であるが、東国で作られた「東歌（あずまうた）」など全国各地方の歌も取り入れられていて、なかには方言で詠まれた歌もある。こうしたことから、7世紀から8世紀の政治や社会を知るうえでの、貴重な史料だといえる。
・原文はすべて漢字で書かれており、漢文の体裁をなしている。編纂当時はまだ仮名文字が作られていなかったため、漢字を意味どおりに表記している部分と、漢字の意味とは関係なく漢字の音訓だけを借りて日本語を表記する「万葉仮名」と呼ばれる表記法が多く用いられている。

「万葉集」の名前の由来は「万（よろず）の言の葉を集めたもの」とする説もあるが、「葉」を「世」の意味にとって「万世（よろずよ）に長く伝えるため」の歌集という考え方が、研究者の間では通説のようである。
時期区分：
万葉集は、おおまかに四期にわけられる。（歌を作った時期により四期に分けられる。）
・第1期は、舒明（じょめい）天皇即位（629年）から壬申の乱（672年）まで：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大化の改新から有間皇子（ありまのみこ）事件・新羅出兵・白村江の敗戦・近江遷都・壬申の乱に至る激動期である。中央集権体制の基礎が作られた。また、中国文化の影響が大きく、天智天皇の近江期には、漢文学が交流をきわめた。代表的な歌人としては額田王（ぬかたのおおきみ）がよく知られている。ほかに舒明天皇・天智天皇・有間皇子・藤原鎌足らの歌もある。　　　　　　　
・第2期は、遷都（710年）まで：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　壬申の乱後の安定と繁栄を迎えた時代で、天武天皇の時代には強力な専制政治が確立した藤原京全盛の時代。。この時期、歌は口誦から記載文学へ転換した。家風は、集団から個人の心情を詠うようになるが、おおらかで力強い。主な歌人は、柿本人麻呂(かきのもとのひとまろ)・高市黒人（たけちのくろひと）・長意貴麻呂（ながのおきまろ）である。他には天武天皇・持統天皇・大津皇子（おおつのみこ）・大伯皇女（おおくのひめみこ）・志貴皇子（しきのみこ）などである。

・第3期は、733年（天平5年）まで：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大陸文化が重用され、その影響により和歌の世界にも中国文学の影響が広まった。宮廷貴族の間に雅やかな風が強まり、中でも山部赤人（やまべのあかひこ）は自然を客観的にとらえ、優美に表現した。一方、九州大宰府では、大伴旅人・山上憶良が中心となって筑紫歌壇を形成した。また、高橋虫麻呂は、東国に旅して伝説や旅情を詠った。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・第4期は、759年（天平宝字3年）まで：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奈良時代のピークを迎えた聖武天皇の時代を含み、東大寺の造営や大仏開眼などがあった華やかな時代であった。代表歌人は大伴家持・笠郎女（かさのいらつめ）・大伴坂上郎女（おおとものさかのうえのいらつめ）・橘諸兄・・狭野弟上娘子（さののおとがみのおとめ）などである。

３．「梅の花」：梅花の宴：
　天平2年「730」年正月13日、大宰師（だざいのそち）大伴旅人邸の梅園に山上憶良以下下級官人三十余名が集まり、梅花の宴を催した。中国の落梅の詩になぞらえ大和歌で梅を詠（うた）おうとの趣向である。宴席で32首の歌が詠（よ）まれ、また、後から６首が唱和された。遠く都を離れたこの地の筑紫花壇では、旅人を中心としたこのような雅やかな宴が行われていたようである。
序文には、中国の詩序にならい、次のような記載がある。
梅花（うめのはな）の歌三十二首并せて序
-----------------------------------------------
（原文）：
十三日に、師（そち）の老（おきな）の宅（いへ）に萃（あつ）まりて、宴会を申（ひら）く。時に、初春（しょしゅん）の令月（れいげつ）にして、気淑（よ）く風和（やはら）ぎ、梅は鏡前（けいぜん）の粉（ふん）を披（ひら）き、蘭（らん）は珮後（はいご）の香（かう）を薫（くゆら）す。加之（しかのみにあらず）、曙（あけぼの）の嶺に雲移り、松は羅（うすもの）を掛けて蓋（きにがさ）を傾け、夕の岫（くき）に霧結び、鳥はうすものに封（こ）めらえて林に迷（まと）ふ。庭には新蝶（しんてふ）舞ひ、空には故雁（こがん）帰る。ここに天を蓋（きにがさ）とし、地を座（しきゐ）とし、膝を促（ちかづ）け觴（かづき）を飛ばす。言（こと）を一室の裏（うら）に忘れ、衿（えり）を煙霞の外に開く。淡然（たんぜん）と自（みづか）ら放（ひしきまま）にし、快然と自（みづか）ら足る。若し翰苑（かんえん）にあらずは、何を以（も）ちてか情（こころ）を述（の）べむ。詩に落梅の篇を紀（しる）す。古（いにしへ）と今（いま）とそれ何そ異（こと）ならむ。宜（よろ）しく園の梅を賦（ふ）して聊（いささ）かに短詠を成すべし。

（現代語訳）-----------------------------------------
天平二年正月十三日に、大宰師の大伴旅人の邸宅に集まりて、宴会を開く。時に、初春の好き月にして、空気はよく風は爽やかに、梅は鏡の前の美女が装う白粉のように開き、蘭は身を飾った香のように薫っている。のみにあらず、明け方の嶺には雲が移り動き、松は薄絹のような雲を掛けてきぬがさを傾け、山のくぼみには霧がわだかまり、鳥は薄霧に封じ込められて林に迷っている。庭には蝶が舞ひ、空には年を越した雁が帰ろうと飛んでいる。ここに天をきぬがさとし、地を座として、膝を近づけ酒を交わす。人々は言葉を一室の裏に忘れ、胸襟を煙霞の外に開きあっている。淡然と自らの心のままに振る舞い、快くそれぞれがら満ち足りている。これを文筆にするのでなければ、どのようにして心を表現しよう。中国にも多くの落梅の詩がある。いにしへと現在と何の違いがあろう。よろしく園の梅を詠んでいささの短詠を作ろうではないか。
-----------------------------------------------

この漢詩風の一文は、梅花の歌三十二首の前につけられた序で、書き手は不明であるがおそらくは、山上憶良の作かとされている。
その内容によると、天平二年正月十三日に大宰府の大伴旅人の邸宅で梅の花を愛でる宴が催されたとある。このころ梅は大陸からもたらされたものとして非常に珍しい植物だったようである。当時、大宰府は外国との交流の窓口でもあったのでこのような国内に無い植物や新しい文化がいち早く持ち込まれる場所でもあった。
この序では、前半でそのような外来の梅を愛でる宴での梅の華やかな様子を記し、つぎに梅を取り巻く周囲の景色を描写し、一座の人々の和やかな様を伝えている。そして、中国にも多くの落梅の詩があるように、「この庭の梅を歌に詠もうではないか」と、序を結んでいる。

4.心に残る歌：
万葉集には、多くの歌が掲載されているが、私がそれらの中で特に気に入ったのは。つぎの六首である
（1） 万葉集巻一の一、雄略天皇の歌（早春の妻問い）
（2） 万葉集巻一の二　舒明天皇の歌（国見の歌）
（3） 万葉集巻五の七九三　大伴旅人（断腸の涙）
（4） 万葉集巻五の八百二、八百三　山上憶良（子らを思う歌）
（5） 万葉集巻五の八百九十二、八百九十三　山上憶良（貧窮問答歌）
それでは、具体的にそれらの説明をしていきたい。
（原文）

万葉集巻一の一、雄略天皇の歌（早春の妻問い）
籠（こ）もよ　み籠（こ）持ち　掘串（ふくし）もよ　み掘串（ぶくし）持ち　この丘に　菜摘（なつ）ます児（こ）　家聞かな　名告（なの）らさね　そらみつ　大和（やまと）の国は　おしなべて　われこそ居（お）れ　しきなべて　われこそ座（ま）せ　われこそは　告（の）らめ　家をも名をも
（現代語訳）-----------------------------------------------
籠（かご）よ　美しい籠を持ち　箆（ヘラ）よ　美しい箆を手に持ち　この丘で菜を摘む乙女よ　あなたの家はどこか聞きたい。名前も言って欲しい。この、大和の国は、すべて私が治めています　私にだけは　教えてくれるだろうね。あなたの家も名前も
-----------------------------------------------

万葉集の巻頭を飾る雄略天皇の歌である。このころ、男性が女性に名前を聞くことは、結婚を意味した。名前は、人の命そのものだと信じられていたので、名前を教えることは、相手に自分の命をあずけることと同じであった。また、このころは、夫が妻の下に通う「妻問い婚（つまといこん）」だったので、家を聞かれることは、結婚を申し込まれたことと同じであった。雄略天皇が菜を摘む乙女に詠いかけている情景が、目に浮かんでくる。
この歌が「万葉集」の一番初めの歌であり、万葉集の素朴かつおおらかで自由な気風を表しているように思われる。草木が芽吹く春の訪れとともに、天皇の結婚は、繁栄の象徴である。籠や箆などの持ち物を褒めそして最後に自分自身を自慢するというところもなにか現代が行うプロポーズにも通じるような気がする。
万葉集巻一の二　舒明天皇の歌（国見の歌）
（原文）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大和（やまと）には　郡山（むらやま）あれど　とりよろふ　天（あま）の香具山（かぐやま）　登り立ち　国見（くにみ）をすれば　国原（くにはら）は　煙（けぶり）立つ立つ　海原（うなはら）は　鷗（かまめ）立つ立つ　うまし国そ　蜻蛉島（あきづしま）　大和の国は　

-------------------------------------------------------------------------------------
（現代語訳）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大和には多くの山があるけれど　とりわけ立派な天の香具山　その頂に登って大和の国を見渡せば　土地からはご飯を炊く煙がたくさん立っているよ　池には水鳥たちがたくさん飛び交っているよ　ほんとうに美しい国だ　この蜻蛉島大和の国は
-------------------------------------------------------------------------------------

万葉集巻一の二番目に収録されている、舒明（じょめい）天皇の国見の歌である。
天の香具山（あまのかぐやま）は大和三山の一つに数えられ、現在では香久山とも書く。その昔、天から降りてきた山ともいわれる大和で最も格式の高い山である、
天皇が香久山から人民の暮らしを見下ろし、炊事の煙を見て、国の繁栄を確認している。
この歌は、一見すると単なる香具山からの風景を見て詠んだ風景歌のようにもとれるが、実はもっと深い呪術的な意味があるのだとされている。すなわち、その国を見渡しながら「大和の国はすばらしい国である」と詠うことによって言霊の力で大自然の神々に語り掛け、実際にそのような国になるように祈っているともいわれる。
万葉集巻五の七九三　大伴旅人（断腸の涙）
大伴旅人は大宰府に赴任するに際して、老妻を伴った。すでに６０を越していた老大官にとって、この旅は人生最後のものになるかもしれなかった。長年連れ添ってきた妻と、いたわりあいたい気持ちがあったのだろう。この妻に子はなかった。家持は正妻以外の子である。旅人はこの旅に、家持をも伴っている。

その妻が、大宰府について間もなく亡くなった。旅人の受けた打撃は深刻だったようだ。その時に受けた弔問に応える歌が、万葉集巻五の冒頭に掲げられている。


（原文）
　　世の中は空しきものと知る時し　いよよ　ますます　悲しかりけり(793)

（現代語訳）
世の中は、むなしくはかないものだと知るときに、私の心はますます悲しみを感じる

短歌に盛られた悲しみの情は、飾り気がなく、真摯な気持ちが滲み出ている。それまで、人の死を歌うときには、月や水沫など移ろいやすいものに託して述べるのが流儀であった。そこを旅人は、「世の中は空しきものと知る時し」と世の無常を正面から歌い、「いよよますます悲しかりけり」と、悲しみをストレートに表現している。

万葉集巻五の八百二、八百三　山上憶良（子らを思う歌）
山上 憶良は、奈良時代初期の歌人。人麻呂、赤人を中心に花開いた万葉の世界にあって、他の誰にも見られない独特の歌を歌い続けた。憶良は人麻呂のように儀礼的な歌を歌わず、赤人のように叙景的な歌をも歌わなかった。彼が歌ったのは、世の中の貧しい人たちの溜息であり、子を思う気持であり、老いの身の苦しさであった。

702年の第七次遣唐使船に同行し、唐に渡り儒教や仏教など最新の学問を研鑽した。帰国後は東宮侍講を経た後、伯耆守、筑前守と国司を歴任しながら、数多くの歌を詠んだ。

山上憶良の代表作はいくつかあげられるが、ここではもっとも憶良らしい歌として

次の二首を挙げたい。
-------------------------------------------------------------------------------------

（原文）
―子等を思ふ歌一首、また序
　　瓜食(は)めば　子ども思ほゆ　栗食めば　まして偲はゆ
　　いづくより　来りしものぞ　眼交(まなかひ)に　もとなかかりて
　　安眠(やすい)し寝(な)さぬ(802)
反歌
　　銀(しろかね)も金(くがね)も玉も何せむにまされる宝子にしかめやも(803)
-------------------------------------------------------------------------------------
（現代語訳）
瓜を食べれば、子供のことが思われる。栗を食べるといっそう子供のことが気にかかってくる。いったい、こどもというものは、どこからやってきたのだろう。目の前になぜかしきりにちらついて私を安眠させてくれない。

旅先で瓜を出されて食べていると、子どもの顔が思い出される。その子は恐らく、瓜が好物だったのだろう。次に栗を出されて食うと、いっそう子どもの顔が思い出される。子どもとはどこからやってきた賜物なのだろう。その顔がまぶたのうちに焼きついて、寝ることもできない。実に慈愛に満ちた、人間の情愛がここにはある。


金銀も玉もそんなものがなんの役にたとう。どんな立派な宝も子供という宝に及ぶだろうか。けっしておよばない。

この反歌は、憶良の数ある歌のうちでも、とりわけて有名なものである。この一首には、弱いものへの同情と、幼いものへの慈愛を身上とした、人間味のある憶良のエッセンスのようなものが籠められている。


万葉集巻二にある次の歌は、大宰府時代に大伴旅人の催した宴会の席上、中座する言訳に憶良が即興に作った歌だと言われている。
―山上臣憶良が宴より罷るときの歌一首
（原文）
　　憶良らは今は罷らむ子泣くらむ其も彼の母も吾を待つらむそ(337)
（現代語訳）
幼い子やその母が、私を今か今かと待っていますので、ここらで中座させていただきたい、
ユーモアの中に、妻子を思いやる老人の暖かい雰囲気が伝わってくるようである。

万葉集巻五の八百九十二、八百九十三　山上憶良（貧窮問答歌）　継続・追加コメントの予定
（原文）
ー貧窮問答の歌一首、また短歌
風雑(まじ)り　雨降る夜(よ)の　雨雑り　雪降る夜は
　　すべもなく　寒くしあれば　堅塩を　取りつづしろひ
　　糟湯酒(かすゆさけ)　うち啜(すす)ろひて　咳(しはぶ)かひ　鼻びしびしに
　　しかとあらぬ　髭（ひげ）掻き撫でて　吾(あれ)をおきて　人はあらじと
　　誇ろへど　寒くしあれば　麻衾(あさふすま)　引き被(かがふ)り
　　布肩衣(ぬのかたきぬ)　ありのことごと　着襲(そ)へども　寒き夜すらを
　　我よりも　貧しき人の　父母は　飢ゑ寒からむ
　　妻子(めこ)どもは　乞ひて泣くらむ　
　　この時は　いかにしつつか　汝が世は渡る
　　（現代語訳）
　　風まじりに雨が降り、その雨にまじって雪も降る、そんな夜はどうしようもなく寒いから、堅塩を少しずつなめては糟湯酒をすすり、咳をしては鼻水をすすり上げる。たいして生えているわけでもない髭を撫でて、自分より優れた人はおるまいと自惚れているが、寒いから麻でつくった夜具をひっかぶり、麻布の半袖をありったけ重ね着をしても、それでも寒い。こんな寒い夜には、私よりももっと貧しい人の親は飢えてこごえ、その妻子は力のない声で泣くことになろうが、こういう時には、どうやってお前は生計を立てていくのか。 



（原文）
天地は　広しといへど　吾(あ)が為は　狭(さ)くやなりぬる
　　日月は　明(あか)しといへど　吾(あ)が為は　照りやたまはぬ
　　人皆か　吾(あ)のみやしかる　わくらばに　人とはあるを
　　人並に　吾(あれ)も作るを　綿も無き　布肩衣の
　　海松(みる)のごと　乱(わわ)け垂(さが)れる　かかふのみ　肩に打ち掛け
　　伏廬(ふせいほ)の　曲廬(まげいほ)の内に　直土(ひたつち)に　藁解き敷きて
　　父母は　枕の方に　妻子どもは　足(あと)の方に
　　囲み居て　憂へ吟(さまよ)ひ　竈には　火気(けぶり)吹き立てず
　　甑(こしき)には　蜘蛛の巣かきて　飯(いひ)炊(かし)く　ことも忘れて
　　ぬえ鳥の　のどよび居るに　いとのきて　短き物を
　　端切ると　云へるが如く　笞杖(しもと)執る　里長(さとをさ)が声は
　　寝屋処(ねやど)まで　来立ち呼ばひぬ　
　　かくばかり　すべなきものか　世間(よのなか)の道(892)
短歌
　　世間を憂（う）しと恥(やさ)しと思へども　飛び立ちかねつ　鳥にしあらねば(893)
（現代語訳）
　天地は広いというが、私にとっては狭くなってしまったのだろうか。太陽や月は明るく照り輝いて恩恵を与えて下さるとはいうが、私のためには照ってはくださらないのだろうか。他の人も皆そうなのだろうか、それとも私だけなのだろうか。たまたま人間として生まれ、人並みに働いているのに、綿も入っていない麻の袖なしの、しかも海松のように破れて垂れ下がり、ぼろぼろになったものばかりを肩にかけて、低くつぶれかけた家、曲がって傾いた家の中には、地べたにじかに藁を解き敷いて、父母は枕の方に、妻子は足の方に、自分を囲むようにして、悲しんだりうめいたりしており、かまどには火の気もなく、甑には蜘蛛の巣がはって、飯を炊くことも忘れたふうで、かぼそい力のない声でせがんでいるのに、「短いものの端を切る」ということわざと同じように、鞭を持った里長の呼ぶ声が寝室にまで聞こえてくる。世間を生きてゆくということはこれほどどうしようもないものなのだろうか。
この世の中をつらく身も痩せるように耐え難く思うけれども、飛んで行ってしまうこともできない。鳥ではないのだから・・・。 

憶良は人生の最晩年に、地方長官として人民の生活にじかに接し、その困窮振りに心を動かされと思われる。そこに、この人物のあたたかな人柄が感じられる。しかも、地方長官の立場にありながら、人民の生活の悲惨さを詠んだ歌を朝廷の高官に提出することによって、その惨状を訴えようともしている。70歳をこえての作品とのことである。
　　
5.万葉集とコンプライアンス
古代は自然を畏怖し、敬い、山には山の神、川には川の神がいると信じていた時代である。万葉集のつくられた時代はそういった自然に対する畏怖の感情からやがては解放され、自然を自然として讃美するように移行してゆく時代であり人々が自然とともに生きていた時代のようである。そのため、万葉集には自然が豊かに詠み込まれている。山や川は、万葉人と身近な存在である。ことに飛鳥・藤原宮から平城京に至るまで日本の中心であった奈良盆地の中央を流れる大和川は人々にとってとても身近なものであり、人々の暮らしと関わって数多くの歌が残されているとのことである。
万葉集では、歌人たちが時代のはざまで奮闘している姿が感じられる。万葉集には、生きることへの歓びや悲しみ、さらには、個人の人生哲学なども盛り込まれている。
人間は、物事を言葉にすることでその性質や働きを理解・認識する。そうすることでそれらを自分のものとすることができる。これが。言霊というものであろう。
はるか昔に過ぎ去ったものであるはずの万葉集が、現代の私たちの心のよりどころとして引き付けられる。それは、人々の姿がありのままに現れているからだろう。コンプライアンスの必要性が叫ばれてかなりの月日がたつ。制度がつくられてもその中には、魂は入っていないといわれる。われわれは、今一度万葉の世界、万葉のこころを体感する必要があるのではなかろうか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
参考資料：
・ビギナーズ・クラッシックス　日本の古典　万葉集　角川ソフィア文庫
・万葉集を読む　吉川弘文館
・21世紀に読む日本の古典　万葉集　古橋信孝著
・令和と万葉集　枻（えい）出版社　現代に受け継がれる日本精神文化の原点とは
・万葉集　マンガで読破　株式会社イーストプレス
・万葉集　（わたしたちの古典）学校図書株式会社
・万葉集の環境生活　高橋正美　笠間出版
・万葉びと人の歌ごころ　前　登志夫　日本放送協会　
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